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１段階

領域 内容 領域 内容 内容

知技
㋐具体物に気付いて指を差したり，つかもうとし

たり，目で追ったりすること。
知技

㋐ものとものとを対応させることによって，もの

の個数を比べ，同等・多少が分かること。
知技

㋐20 までの数について，数詞を唱えたり，個数を

数えたり書き表したり，数の大小を比べたりする

こと。

知技

㋐1000 までの数をいくつかの同じまとまりに分割

したうえで数えたり，分類して数えたりするこ

と。

知技
㋐４位数までの十進位取り記数法による数の表し

方及び数の大小や順序について，理解すること。
知技 ㋐ 万の単位を知ること。 知技

㋐ 整数は，観点を決めると偶数と奇数に類別され

ることを理解すること。

学習内

容

【砂遊びをしよう】

・砂場で、目の前におもちゃを置きそれを徐々に

砂で隠していく。

【入れよう、取りだそう】

・興味のある具体物を使い、箱や穴から取り出し

たり、入れたりする。

学習内

容

【比べてみよう】

・10までの数で「みんなに一つずつ配る」「コッ

プに一つずつ入れる」など、配る活動を通して1対

1の関係を学ぶ。対応させる中でコップの方が多

い、少ないなど表現する。
学習内

容

12個の積み木を用意し、10個と2個に分け、「『１

０』と『２』で『１２』」と教員と一緒に言う、

なぞり書きする。

学習内

容

【数えよう】

・１０００まで具体物を数えてみて、数えること

が難しいことを知る。

【まとまりをつくろう】

・１０や２０などのまとまりで数を表す。

【全部でいくつ】

・イラストで示された、１００ずつでまとまりの

あるストローとバラのストローを合わせて数え

る。

学習内

容

【どっちが大きい？】

・４位数までの数を比較する。（例）７６２９は

７６４５より小さい。

【１０００より小さい数/大きい数】

・１０００を基準にした数直線を使って、１００

０より小さい数や大きい数を表す。

学習内

容

【万の単位】

・26000,26732,5760000など千万までの数を読む。

・百七一五万百十七など漢字で表された万の単位の数を

漢字で書く。
学習内

容

【割り切れるかな】

・トランプの山札から１枚ずつ引いていき、２で

割り切れる整数を偶数、割り切れない整数を奇数

として類別する。

知技
㋑目の前で隠されたものを探したり，身近にある

ものや人の名を聞いて指を差したりすること。
知技 ㋑ものの集まりと対応して，数詞が分かること。 知技

㋑100 までの数について，数詞を唱えたり，個数

を数えたり書き表したり，数の系列を理解したり

すること。

知技 ㋑３位数の表し方について理解すること。 知技
㋑10 倍，100 倍，1/10 の大きさの数及びその表

し方について知ること。
知技

㋑ 10 倍，100 倍，1000 倍，１/10の大きさの数及びそ

の表し方の理解を深めること。
知技 ㋑ 約数，倍数について理解すること。

学習内

容

【トンネルで遊ぼう】

・おもちゃがトンネルに入り、出てくる様子を見

せ、探そうとする。

【コップの中身は？】

・興味のある具体物を目の前でコップで隠し、探

そうとする。慣れてきたら具体物の数はそのまま

でコップを増やす。

【返事をしてみよう】

・自分の写真に気づき、指をさしたり、呼名に返

事をしたりする。

学習内

容

【数えてみよう】

・興味がある物の数（イラストの花、積み木）を

自分で操作したり、指さししたりして「いち」か

ら「じゅう」までリズムよく順番に数唱する。

学習内

容

多数のものを数えるとき、「１０のへや」と「１

のへや」をつくり、十の位と一の位を分けて数

え、最後に合わせて数唱する。

学習内

容

【位で表そう】

・３位数までの数を、一の位、十の位、百の位で

表す。

学習内

容

【１０倍と１００倍、１/１０を知ろう】

・１円を１０枚集めて１０円、１０円を１００枚

集めて１０００円、１００円を１０枚減らしたら

１０円など、硬貨を使用して表す。数を１０倍す

ると位が一つずつ上がり、元の数の右に０を一つ

つけた数になることを知る。 学習内

容

【大きな数】

・位取りについて確認する（１０倍、１００倍・・・、

１０や１００で割ったときの位関係）

・0をつけてくり上がる数、5×10=50、3×100=300、2×

1000=2000などの例から理解する。

・10×1/10＝1、200×1/10=20例から理解する。

・10円玉が10枚(10倍）で100円、10円玉が100枚で（100

倍）で1000円、1円玉10枚の1/10は1円(1枚)など金銭で

数の大きさ、表し方を理解する。

学習内

容

【割り切れる数を探そう（約数）】

・トランプの山札から１枚ひき、出た整数の約数

を割り算を使って探す。（例　１２　）

・１…２…３…４…６…１２

【掛け算で倍数を探そう（倍数）】

・トランプの山札から２枚ひき、出た整数を１～

１０まで整数倍していく。

　３、６、９、１２、１５、１８、２１、２４、

２７、３０

　８、１６、２４、３２、４０、４８、５６、６

４、７２、８０

・共通する倍数（２４）を探す。（公倍数）

思判表
㋐対象物に注意を向け，対象物の存在に注目し，

諸感覚を協応させながら捉えること。
知技

㋒ものの集まりや数詞と対応して数字が分かるこ

と。
知技

㋑100 までの数について，数詞を唱えたり，個数

を数えたり書き表したり，数の系列を理解したり

すること。

知技
㋒数を十や百を単位としてみるなど，数の相対的

な大きさについて理解すること。
知技

㋒数を千を単位としてみるなど，数の相対的な大

きさについて理解を深めること。
知技

㋒ 億，兆の単位について知り，十進位取り記数法につ

いての理解を深めること
思判表

㋐ 乗法及び除法に着目し，観点を決めて整数を類

別する仕方を考えたり，数の構成について考察し

たりするとともに，日常生活に生かすこと。

学習内

容

【日常生活場面など】

・友達の写真に気づき、指をさしたり、呼名で友

達の方を向いたりする。

・自分の好きな物に注目し手を伸ばす。

学習内

容

【数字を知ろう】

・数字カードの分だけ用意された具体物を数えて

数字を理解する。慣れてきたら数字カードの分だ

け取る。

・場にある物の数を数唱し、対応する数字を選び

対応させる。

【買い物をしよう】

・個数表記がついた果物カードを使う。３個のリ

ンゴと１個のリンゴのイラストカードを提示し、

「３個はどっち？」の問いに答えて買い物を進め

る。（数詞、具体物、数字を一致させる）

学習内

容

多数のものを数えるとき、「１０のへや」と「１

のへや」をつくり、十の位と一の位を分けて数

え、最後に合わせて数唱する。

学習内

容

【どっちが大きい？】

・３位数までの数を比較し、不等号（<、>）を

使って表す。（例）６２９<６４５

学習内

容

【どっちが大きい？】

・４位数までの数を比較し、不等号（<、>）を

使って表す。（例）７６２９<７６４５

学習内容

【人口や金額の単位】

・十進位取り記数法で、億、兆の単位を知り人口や金額

などの大きな数を読む。

学習内

容

【整数を分類する方法を考えよう】

・少人数のグループを作り、トランプの山札から

１枚ずつ引いていき、乗法や除法を使って出た整

数をどのように分類していくかを考える。

知技 ㋐ものとものとを対応させて配ること。 知技 ㋓個数を正しく数えたり書き表したりすること。 知技

㋓数を10 のまとまりとして数えたり，10 のまと

まりと端数に分けて数えたり書き表したりするこ

と。

知技

㋓３位数の数系列，順序，大小について，数直線

上の目盛りを読んで理解したり，数を表したりす

ること。

思判表

㋐数のまとまりに着目し，考察する範囲を広げな

がら数の大きさの比べ方や数え方を考え，日常生

活で生かすこと。

思判表

㋐ 数のまとまりに着目し，大きな数の大きさの比べ方

や表し方を統合的に捉えるとともに，それらを日常生活

に生かすこと。

知技
㋐ 整数及び小数を分数の形に直したり，分数を小

数で表したりすること。

学習内

容

【整理しよう】

・自分の持ち物と片づける場所にマークをして、

同じマークの場所に片づける。

学習内

容

【数字を書こう】

・１～１０までの数字カードを用意し、数唱し、

数字のなぞり書きを練習する。

・書かれた数字と同じ数だけのものを取り出す。

・縄跳びを数唱しながらとび、とんだ数を書き表

す

学習内

容

【10といくつ？】

・具体物を10のまとまりで分ける。残った数を数

え、10と○個で１○個と数える。

・10.20,30…の数え方を声に出して数える。
学習内

容

【１００より小さい数/大きい数】

・１００を基準にした数直線を使って、１００よ

り小さい数や大きい数を表す。

学習内

容

【身近なものからみつけよう】

・身近なものから４桁までの位の数をみつける。

【身近なものを数えよう】

・クラスの人数を数えたり、読んだ本の数を数え

たりする。 学習内容

【大きな数】

・文章題に取り組む。

・1000円札2枚でいくらかを求める。

・100円玉5枚でいくらかを求める。

・14000は1000を何個集めた数かを求める。

・1000を24個集めた数を求める。

・一万を7個、千を2個、百を6個あわせた数を求める。

・お金の大小を不等号（＜、＞）を使って表す。

学習内

容

【分数で表すと？】

０．１と表記されたカードを１０枚用意し０．７

は０．１の７個分、１／１０の７個分にあたる７

／１０と表すことを確認する。

【少数で表すと？】

・１／４を１÷４と確認するために、１つのケー

キを４等分に切って確認する。

知技 ㋑分割した絵カードを組み合わせること。 知技 ㋔二つの数を比べて数の大小が分かること。 知技 ㋔具体物を分配したり等分したりすること。 知技
㋔一つの数をほかの数の積としてみるなど，ほか

の数と関係付けてみること。
知技

㋐３位数や４位数の加法及び減法の計算の仕方に

ついて理解し，計算ができること。また，それら

の筆算についての仕方を知ること。

知技
㋐ ある数の10 倍,100 倍,1000 倍,１/10,１/100などの

大きさの数を，小数点の位置を移してつくること。
知技

㋑ 整数の除法の結果は，分数を用いると常に一つ

の数として表すことができることを理解するこ

と。

学習内

容

【合わせてみよう】

・1枚の絵やマークを分割し、組み合わせる。徐々

に分割する数を増やす。上下左右の分割も組み合

わせる。

学習内

容

【●●の数は】

・教室内にあるもの（机、いす）を数え、カード

に置き換え机上で数える。カードの枚数を確認

し、「大きい」「小さい」を考える。

学習内

容

【みんなに配ろう/みんなと分けよう】

・カードゲームで配り方を学ぶ。

　ウノ…一人7枚ずつカードを配る。

　トランプ…等分してカードを配る。

学習内

容

【まとまりで表そう】

・答えの数が１０や１００などのまとまりいくつ

分かを表す。
学習内

容

【計算しよう】

・７００＋５００の計算の仕方を、硬貨を使って

考える。式や筆算で表す。
学習内

容

【計算】

・掛け算・割り算（Ⅴ）

・ある数の10倍、100倍、1000倍を求める、5×10、

2×100、7×1000を求める。

・ある数の1/10、1/100を小数点を左に移動して求める

1×1/10、2×1/100を求める。（Ⅴ）

学習内

容

【どこまで続く？】

・割り切れる数と割り切れない数を題材に考え

る。（４÷３＝１．３３３…）

・割り切れない数に対して、例えば４÷３＝４／

３と表記できることを確認する。

知技 ㋒関連の深い絵カードを組み合わせること。 知技
㋕数の系列が分かり，順序や位置を表すのに数を

用いること。
思判表

㋐数のまとまりに着目し，数の数え方や数の大き

さの比べ方，表し方について考え，学習や生活で

生かすこと。

思判表

㋐数のまとまりに着目し，考察する範囲を広げな

がら数の大きさの比べ方や数え方を考え，日常生

活で生かすこと。

知技
㋑加法及び減法に関して成り立つ性質を理解する

こと。
思判表

㋐ 数の表し方の仕組みに着目し，数の相対的な大きさ

を考察し，計算などに有効に生かすこと。
知技

㋒ 一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗除して

できる分数は，元の分数と同じ大きさを表すこと

を理解すること。

学習内

容

【仲間集め/概念形成課題】

・「色」や「形」など、特定の分かりやすいテー

マに合わせて物やカードを分け集める。

学習内

容

【並べよう】

・１番目にライオン、４番目に犬など指定された

順番に並べ替え、数の系列を知る。

【何番目？】

・順位付けの絵を見て、「〇〇さんは何番目？」

「1番は誰？」と言った質問を考える。

【５までの数を知ろう！】

・１～５までの見本の数字の上に同じ数字カード

を置く。虫食いにした１～５までの見本の数字の

上に数字カードを並べる。

学習内

容

【くだもの狩りでいくつとれたかな？】

例)メロン3個　リンゴ8個　ミカン14個　イチゴ32

個

・くだものを数える時にどのまとまり(2,5,10)で

数えると簡単かを自分で考え、やりやすい方法で

数える。
学習内

容

【身近なものからみつけよう】

・カレンダーや靴のサイズなど身近なものから

様々な位の数をみつける。

【身近なものを数えよう】

・クラスの人数を数えたり、読んだ本の数を数え

たりする。
学習内

容

【性質を知ろう】

・「加法では、足される数と足す数を入れかえて

も答えは同じ」、「順に足しても、まとめて足し

ても答えは同じ」、「減法では引く数と答えを足

すと引かれる数になる」ことを知る。

学習内容

【大きさ比べ】

・整数、分数、小数の表し方を理解し、大きさを比べて

考察する。

・整数、分数、小数を計算に生かす。

学習内

容

【同じ大きさ？】

・ピザのイラストで８等分のうちの４枚と２等分

のうちの１枚が同じ大きさであることを確認す

る。

知技 ㋐ものの有無に気付くこと。 知技 ㋖０の意味について分かること。 知技
㋐加法が用いられる合併や増加等の場合について

理解すること。
知技

㋐２位数の加法及び減法について理解し，その計

算ができること。また，それらの筆算の仕方につ

いて知ること。

知技
㋒計算機を使って，具体的な生活場面における加

法及び減法の計算ができること。
知技 ㋐ 概数が用いられる場面について知ること。 知技

㋓ 分数の相等及び大小について知り，大小を比べ

ること。

学習内

容

【減っていくよ】

・教員が、箱の中に興味のある具体物を一つずつ

入れていき、「減少していき、なくなる」体験を

する。少しずつ自分でもやってみる。
学習内

容

【●●ゲームをしよう】

・輪投げやボウリングなどの得点が内場合につい

て学習する。

・手元にボールや輪がなくなった状態「何もない

状態」を０とすることを学習する。 学習内

容

【合わせていくつ？/増えるといくつ？】

・袋に手を入れ、おはじきをつかんで出す。いく

つつかめたか数える。

・自分と友達のおはじきを合わせるといくつにな

るか数える。

・もう一度おはじきをつかんで出す(2回目)。自分

の持つおはじきが何個に増えたか数える。

【数と計算】

・足し算で得点の計算をする。

学習内

容

【計算しよう】

・４５＋５、３０－４の計算の仕方を知る。式と

筆算で表す。

学習内

容

【電卓を使おう】

・全クラスの人数を足して全校生徒の人数を計算

する。

・クラスで休んだ人数を引き、今日の出席人数を

調べる。 学習内

容

【人口】

・日本の人口、各国の人口などの総計表などで、日常的

におよその数が利用されていることを知る。

学習内

容

【どちらが大きい？小さい？】

・ピザのイラストを使い、共通の分母になること

を確認し、大小を比べる。

「８等分のうちの３枚と２等分のうちの２枚は

どっちが大きい？」

知技
㋑目の前のものを，１個，２個，たくさんで表す

こと。
知技

㋗一つの数を二つの数に分けたり，二つの数を一

つの数にまとめたりして表すこと。
知技

㋑加法が用いられる場面を式に表したり，式を読

み取ったりすること。
知技

㋑簡単な場合について３位数の加法及び減法の計

算の仕方を知ること。
思判表

㋐数量の関係に着目し，数の適用範囲を広げ，計

算に関して成り立つ性質や計算の仕方を見いだす

とともに，日常生活で生かすこと。

知技 ㋑ 四捨五入について知ること。 思判表
㋐ 数を構成する単位に着目し，数の相等及び大小

関係について考察すること。

学習内

容

【１こ、２こ、たくさん】

・「1個のボール」「2個のボール」「箱に入った

たくさんのボール」を用意し、子どもと一緒に

「いっこ」「にこ」「たくさん」と復唱する。復

唱だけでなく、触ったり、指さししたりしながら

確認する。
学習内

容

【分けてみよう、合わせてみよう】

・興味のあるキャラクターやおはじきなどを用意

し、教員が示した数のまとまりに分ける。

３を１と２分ける。

１と２を２にまとめる。
学習内

容

【足し算の計算】

・的あてなどの得点ゲームを行う。1回目の得点と

2回目の得点の合計を計算式に表す。

例）２＋３　○〇　○〇○

・計算式の数字を○で表し、数を数えて計算す

る。

【数と計算】

・合わせていくつですかの文章に着目して、文章

問題から式を立てて計算する。

【足し算をしよう】

・式の数字に合わせて具体物を置き、実際に計算

を行う。

学習内

容

【計算しよう】

・９９＋１＝１００、１０３－３＝１００などの

計算をする。

学習内

容

【文章問題を解こう】

・「ちあきさんは折り紙を３４枚持っていまし

た。このうち１８枚使いました。残りは何枚で

しょうか。」などの文章問題を通して、加法減法

どちらで計算をすればよいか考える。
学習内

容

【四捨五入の意味と活用】

・四則計算

・四捨五入という言葉と意味を知る。

・切り捨て、切り上げを理解し、四捨五入した数を求め

る。
学習内

容

【いろいろな分数】

・２／３について考える。

・ピザのイラスト（大きさ）、ペットボトル

（量）、大きさの異なる紙（大きさの割合）など

から、２／３について具体的に考える。

知技 ㋒５までの範囲で数唱をすること。 知技

㋘具体的な事物を加えたり，減らしたりしなが

ら，集合数を一つの数と他の数と関係付けてみる

こと。

知技 ㋒１位数と１位数の加法の計算ができること。 知技
㋒加法及び減法に関して成り立つ性質について理

解すること。
知技

㋐１位数と１位数の乗法の計算ができ，それを適

切に用いること。
知技 ㋒ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。 思判表

㋑ 分数の表現に着目し，除法の結果の表し方を振

り返り，分数の意味をまとめること。

学習内

容

【何個あるかな？】

・「1個のボール」「2個のボール」「箱に入った

たくさんのボール」を用意し、子どもと一緒に５

まで復唱する。復唱だけでなく、触ったり、指さ

ししたりしながら確認する。

学習内

容

【マスをうめよう】

・教員が示したマスにキャラクターをいくつか入

れ、すべて埋めるためにはあと何個必要か考え

る。

・同じようにマスに入れていきあふれた場合何個

多いか考える。

学習内

容

【計算しよう①】

・既習の方法を使って計算を行う。

①計算式の数字を○で表し、数を数えて計算す

る。

②10と○個の数え方で計算する。例)8+4=(8+2)+2

学習内

容

【性質を知ろう】

・「加法では、足される数と足す数を入れかえて

も答えは同じ」、「順に足しても、まとめて足し

ても答えは同じ」、「減法では引く数と答えを足

すと引かれる数になる」ことを知る。

学習内

容

【かけ算をしよう】

・九九を覚える。

・表などを用いて、式をたて計算する。 学習内

容

【見積り】

・四則計算

・四捨五入した数で計算結果の見積もりをする。 学習内

容

【除法の結果の表し方】

・２÷３の結果の表し方についてグループで考

え、まとめる。

小学部 高等部

算数・数学（数量の基礎・数と計算）　学習段階表
中学部

３段階２段階 １段階
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１段階

領域 内容 領域 内容 内容

知技 ㋓３までの範囲で具体物を取ること。 知技 ㋙10 の補数が分かること。 知技
㋓１位数と２位数の和が20 までの加法の計算がで

きること。
知技

㋓計算機を使って，具体的な生活場面における簡

単な加法及び減法の計算ができること。
知技

㋑交換法則や分配法則といった乗法に関して成り

立つ性質を理解すること。
思判表

㋐ 日常の事象における場面に着目し，目的に合った数

の処理の仕方を考えるとともに，それを日常生活に生か

すこと。

知技
㋐ 異分母の分数の加法及び減法の計算ができるこ

と。

学習内

容

【必要な数は？】

・同じ具体物をたくさん用意し、教員が指定した

３までの数【音声言語】を取りだす。数字カード

の数字下にマークをつけて理解しやすくする。

【写真を見てアヒルを入れよう】

・容器の写真を見ながら、同じ数の具体物を容器

に入れる。

学習内

容

【10を作ろう】

・裏表で色の異なるタイルを10枚用意し、並べた

端から裏返して「〇個と〇個で10」という学習を

繰り返す。

【10人集めよう】

・10コのマスに教員がキャラクターを入れる。あ

と何個で10になるかを考える。

学習内

容

【計算しよう②】

・既習の方法を使って計算を行う。

①計算式の数字を○で表し、数を数えて計算す

る。

②10と○個の数え方で計算する。

例)15+3=10+(5+3)

学習内

容

【電卓を使おう】

・クラスの男の子の数と女の子の数を比較してど

ちらが多いか計算する。
学習内

容

【性質を知ろう】

・「２×４＝４×２」のように順番を交換できる

こと、「３（５＋２）＝３×５＋３×２」のよう

にかっこを外せることを知る。 学習内

容

【お小遣いの見積り】

・四則計算

・およその数を利用して、お小遣いの収入と支出の見積

もりをする。 学習内

容

【共通の分母を探そう（通分）】

・共通の分母（公倍数）を探すことで、分数の加

法、減法を行えることを確認する。必要に応じて

ピザなどのイラストを使う。

「１／２＋１／３＝３／６＋２／６＝５／６」

知技 ㋔対応させてものを配ること。 思判表

㋐数詞と数字，ものとの関係に着目し，数の数え

方や数の大きさの比べ方，表し方について考え，

それらを学習や生活で興味をもって生かすこと。

知技
㋔減法が用いられる求残や減少等の場合について

理解すること。
思判表

㋐数量の関係に着目し，数を適用する範囲を広

げ，計算に関して成り立つ性質や計算の仕方を見

いだすとともに，日常生活で生かすこと。

思判表

㋐数量の関係に着目し，計算に関して成り立つ性

質や計算の仕方を見いだすとともに，日常生活で

生かすこと。

知技
・およその数を利用して、お小遣いの収入と支出の見積

もりをする。
思判表

㋐ 分数の意味や表現に着目し，計算の仕方を考え

ること。

学習内

容

【料理を届けよう】

・教員や友だちの顔写真を用意し。数分だけ料理

や食器を運ぶ。

【ボウリング】

・床のマークにボウリングのピンを数えながら置

く

学習内

容

【仲間集め】

・提示された数字の数だけ友だちを集める。集

まった仲間で決められた条件で並ぶ。（背の順）

【猛獣狩りに行こうよ】

・動物の名前の文字数分だけ友だちを集める。

（ライオン→4人）

学習内

容

【いくつ減った？/いくつ足りない？】

・9個あるアメから5個もらって食べました。残り

はいくつ？　　　　　例）○〇○〇●●●●●

・6本のフォークと4本のナイフがあります。セッ

トで配るとき何が何本足りない？

例）■■■■□□　▲▲▲▲

学習内

容

【性質を知ろう】

・クラスの男の子の数と女の子の数、どちらを先

に足しても答えは同じになることを知る。
学習内

容

【性質を知ろう】

・全クラスの人数をどの順番で足しても答えは同

じになることを知る。
学習内

容

【お小遣いの計算】

・２桁以上の四則計算

・二桁足す二桁の計算

・二桁引く二桁の計算

・計算問題プリントの活用

・26000＋14000など26+14に000をつけて計算するよう

な、たし算、ひき算の問題

学習内

容

【異なる分母の計算方法】

・グループやペアで異なる分母の計算の仕方につ

いて考え、まとめる。

知技
㋕形や色，位置が変わっても，数は変わらないこ

とについて気付くこと。
知技

㋕減法が用いられる場面を式に表したり，式を読

み取ったりすること。
知技

㋐乗法が用いられる場合や意味について知るこ

と。
知技

㋐除法が用いられる場合や意味について理解する

こと。
知技

㋑ 加法及び減法の計算が確実にでき，それらを適切に

用いること。
知技

㋐ 乗数や除数が整数や分数である場合も含めて，

分数の乗法及び除法の意味について理解するこ

と。

学習内

容

【いろいろなリンゴ】

・写真のリンゴ、本物のリンゴ、青いリンゴや木

のリンゴなどを３つずつ用意し、数を数える。ま

た、置く場所を変えて数を数える。 学習内

容

【引き算の計算】

・的あてなどの得点ゲームを行う。1回目の得点と

2回目の得点の差を計算式に表す。

例）５－３　○〇●●●

・引かれる数を○、引く数を斜線等で表し、残り

の数を数えて計算する。

学習内

容

【かけ算をしよう】

・「ケーキを１人に１こずつ配ります。５人分で

は、ケーキは何個いるでしょうか」を、たし算で

計算するよりもかけ算の方が計算しやすいことを

知る。

学習内

容

【わり算をしよう】

・「クッキーが１２こあります。１袋に４こずつ

入れると、何袋に分けられるでしょうか。」を、

わり算で計算すると早いことを知る。 学習内

容

【計算ゲーム】

・足し算・引き算・お金の計算

・文章題を用いた加法減法の計算

・トランプゲームを通して、加法及び減法の計算を身に

着ける。

学習内

容

【分数の乗法と除法】

・乗法や除法についてピザのイラストを用いて確

認する。

例）１／２（基準）×１／２（割合）＝１／４

（求める大きさ）

   　ピザの半分　 ×　　半分　　　＝１／４

思判表

㋐数詞とものとの関係に注目し，数のまとまりや

数え方に気付き，それらを学習や生活で生かすこ

と。

知技 ㋖20 までの数の範囲で減法の計算ができること。 知技
㋑乗法が用いられる場面を式に表したり，式を読

み取ったりすること。
知技

㋑除法が用いられる場面を式に表したり，式を読

み取ったりすること。
思判表

㋐ 数量の関係に着目し，計算の仕方を考えたり，計算

に関して成り立つ性質を見いだしたりするとともに，そ

の性質を活用して，計算を工夫したり，計算の確かめを

したりすること。

知技 ㋑ 分数の乗法及び除法の計算ができること。

学習内

容

【日常生活場面など】

・様々な具体物を実際に手に取って数える経験を

する。

・たくさんの中から取り出したり、並べて数えた

りする。
学習内

容

【計算しよう③】

・既習の方法を使って計算を行う。

①計算式の数字を○や斜線等で表し、数を数えて

計算する。

②10と○個の数え方で計算する

  例）15-3=10+(5-3),11-8=(11-1)-7

【数と計算】

・どちらが何個多いですか？に着目し、文章問題

の式を立てて答えを求める。

学習内

容

【文章問題を解こう】

・文章問題を式に表したり、計算したりする。

学習内

容

【文章問題を解こう】

・文章問題を式に表したり、計算したりする。

学習内

容

【計算の確かめ】

・計算問題を行った後は、自分で計算の確かめを行うこ

とを知り、実践する。

・文章問題を読み計算をし、確かめを行う。

・大きな数の文章題を解き、確かめをする。

・時計の読み取り。

学習内

容

【分数の乗法と除法】

・乗法について、ピザのイラストを用いて確認す

る。

　例）１／２×３／４＝３／８

　　　１／２個のピザを４等分した３個分

・逆数を用いることで乗法の形に直せることを確

認する。

思判表

㋐日常の事象における数量の関係に着目し，計算

の意味や計算の仕方を見付け出したり，学習や生

活で生かしたりすること。

知技
㋒乗法に関して成り立つ簡単な性質について理解

すること。
知技 ㋒除法と乗法との関係について理解すること。 知技

㋐ ２位数や３位数に１位数や２位数をかける乗法の計

算が，乗法九九などの基本的な計算を基にしてできるこ

とを理解すること。また，その筆算の仕方について理解

すること。

知技
㋒ 分数の乗法及び除法についても，整数の場合と

同じ関係や法則が成り立つことを理解すること。

学習内

容

【動物の学校～クラス分けを考えよう～】

例)ゾウ5匹 ライオン8匹 シマウマ15匹 ウサギ17

匹

①種別で分けた場合

②種別混合でクラスに分けた場合

・クラス編成によってどのクラスの数が多いか、

どの動物が足りないかなどの問題を自分で考え

る。

学習内

容

【性質を知ろう】

・「２×４＝４×２」のように順番を交換できる

こと、「３（５＋２）＝３×５＋３×２」のよう

にかっこを外せることを知る。 学習内

容

【性質を知ろう】

・□×６＝２４の□を求めるには２４÷６を計算

すれば求められることを知る。

学習内

容

【電卓の利用】

・電卓を利用し、計算することができる。

・簡単な乗法の計算

・62×4、172×6、28×12、261×23などの筆算の仕方を

理解する。

学習内

容

【分数でもできる？】

・「１」と「１／２」を２倍、３倍、４倍とかけ

ていき、乗法の性質を確認する。

・同じ数をかけても、同じ数で割っても商は変わ

らないという除法の性質を確認する。

知技
㋓乗法九九について知り，１位数と１位数の乗法

の計算ができること。
知技

㋓除数と商が共に１位数である除法の計算ができ

ること。
知技

㋑ 乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いるこ

と。
思判表

㋐ 数の意味と表現，計算について成り立つ性質に

着目し，計算の仕方を多面的に捉え考えること。

学習内

容

【九九を覚えよう】

・表などを用いて、九九を覚える。

具体物を使い・乗法の約束を確認する。 学習内

容

【わり算をしよう】

・「８÷２＝４」などの計算をする。

学習内

容

【二桁×一桁の筆算】

・共通課題を二問解いて、その後３つのグループに分か

れてそれぞれ課題に取り組む。難しい生徒は計算機を用

いて計算する。

【買い物表を使った計算】

・買い物リストを用いて、割引、消費税の計算を行う。

学習内

容

【計算してみよう】

・分数の乗法や除法の計算の仕方や、性質などを

利用して考える。

思判表

㋐数量の関係に着目し，計算に関して成り立つ性

質や計算の仕方を見いだすとともに，日常生活で

生かすこと。

知技
㋔余りについて知り，余りの求め方が分かるこ

と。
知技 ㋒ 乗法に関して成り立つ性質について理解すること。 知技

㋐ 数量を表す言葉や□，△などの代わりに，a，x

などの文字を用いて式に表したり，文字に数を当

てはめて調べたりすること。

学習内

容

【性質を知ろう】

・クラスの班の数からクラス全員の人数を求め

る。

学習内

容

【わり算をしよう】

・「いちごが１８こあります。１袋に５こずつ入

れると、何袋できて何個余るでしょうか」の計算

をし、あまりの表記の仕方を知る。

学習内

容

【順番が違う】

・62×4と4×62を求め、同じ答えになることを確かめ

る。

学習内

容

【いくつになる？】

・リンゴなどの具体物を用いてｘの値を計算す

る。

例）１０－ｘ＝６　ｘ＝４

思判表

㋐数量の関係に着目し，計算に関して成り立つ性

質や計算の仕方を見いだすとともに，日常生活に

生かすこと。

思判表

㋐ 数量の関係に着目し，計算の仕方を考えたり，計算

に関して成り立つ性質を見いだしたりするとともに，そ

の性質を活用して，計算を工夫したり，計算の確かめを

したりすること。

思判表

㋐ 問題場面の数量の関係に着目し，数量の関係を

簡潔かつ一般的に表現したり，式の意味を読み

取ったりすること。

学習内

容

【性質を知ろう】

・牛乳をクラス全員に配ると、牛乳が何個余るか

を計算で求める。 学習内

容

【計算の工夫】

・かけ算の順序を変えて筆算しやすく工夫して計算す

る。 学習内

容

【求めてみよう】

・底辺４ｃｍ、高さaｃｍ、面積bｃｍの平行四辺

形を求める。

　４×a＝b

・高さが決まると面積が決まることを考える。

知技
㋐端数部分の大きさを表すのに小数を用いること

を知ること。
知技

㋐ 除数が１位数や２位数で被除数が２位数や３位数の

場合の計算が，基本的な計算を基にしてできることを理

解すること。また，その筆算の仕方について理解するこ

と。

学習内

容

【水の量を知ろう】

・１Lビーカーに水を入れて、１Lより小さい数の

表し方を知る。 学習内

容

【割り算の基本】

・割り算の筆算

・63÷3、124÷4、48÷12、225÷25などのわり算の筆算

の仕方を理解する。

知技
㋑1/10 の位までの小数の仕組みや表し方について

理解すること。
知技

㋑ 除法の計算が確実にでき，それを適切に用いるこ

と。

学習内

容

【数直線で表そう】

・水のかさを数直線で表す。（例）１Lを１０等分

した４個分で４/１０L 学習内

容

【計算練習】

・簡単な乗法の計算

・63÷3、124÷4、48÷12、225÷25などのわり算を筆算

で求める。

思判表
㋐数のまとまりに着目し，数の表し方の適用範囲

を広げ，日常生活に生かすこと。
知技

㋒ 除法について，次の関係を理解すること。（被除

数）＝（除数）×（商）＋（余り）

学習内

容

【お菓子作りをしよう】

・牛乳を分量の通りにコップに入れる。
学習内

容

【余りが出る】

・26÷5などのわり算を計算し、26=5×5+1となることを

確かめる。

小学部 中学部
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１段階

領域 内容 領域 内容 内容

知技 ㋐1/2，1/4 など簡単な分数について知ること。 知技 ㋓ 除法に関して成り立つ性質について理解すること。

学習内

容

【分数で表そう】

・元の大きさを半分にすると１/２と表記できるこ

とを知る。さらに半分にすると１/４と表記するこ

とを知る。

学習内

容

【割り算の性質】

・色々なわり算の計算式から成り立ちの性質を理解する

思判表
㋐数のまとまりに着目し，数の表し方の適用範囲

を広げ，日常生活に生かすこと。
思判表

㋐ 数量の関係に着目し，計算の仕方を考えたり，計算

に関して成り立つ性質を見いだしたりするとともに，そ

の性質を活用して，計算を工夫したり，計算の確かめを

したりすること。

学習内

容

【ケーキを分けよう】

・１つのケーキを人数分に分ける。 学習内

容

【計算の工夫】

・文章題で計算を工夫して答えを求める、また、確かめ

をする。

知技
㋐数量の関係を式に表したり，式と図を関連付け

たりすること。
知技

㋐ ある量の何倍かを表すのに小数を用いることを知る

こと。

学習内

容

【文章問題を解こう】

・今までに倣った加法、減法、乗法、除法を用い

て計算をする。

学習内

容

【少数を使って表そう】

・水のかさを少数を使って表したり、身の回りのものの

の長さを少数を使って表したりする。

知技
㋑□などを用いて数量の関係を式に表すことがで

きることを知ること。
知技

㋑ 小数が整数と同じ仕組みで表されていることを知る

とともに，数の相対的な大きさについての理解を深める

こと。

学習内

容

【計算しよう】

・わからない数を□で表して、「７００－□＝３

００」などの式を立てることができる。 学習内

容

【比べてみよう】

・0.1刻みの数直線と整数の数直線を比較して、少数と

整数が同じ仕組みで表されていることを確かめる。

・整数の数直線に0.1刻みのメモリを書き込み、整数と

少数の関係性に気づく。

知技 ㋒□などに数を当てはめて調べること。 知技
㋒ 小数の加法及び減法の意味について理解し，それら

の計算ができること。

学習内

容

【計算しよう】

・「７００ー□＝３００」の□部分に数を当ては

めていいって、答えを求める。

学習内

容

【計算しよう】

・少数の計算を筆算で行い、整数の計算のときと同じよ

うに位ごとに計算することを知る。

思判表

㋐数量の関係に着目し，事柄や関係を式や図を用

いて簡潔に表したり，式と図を関連付けて式を読

んだりすること。

知技
㋓ 乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法

の計算ができること。

学習内

容

【文章問題を解こう】

・今までに習った計算方法を用いて、様々な問題

を解く。

学習内

容

【計算しよう】

・少数の計算を筆算で行い、整数の計算のときと同じよ

うに位ごとに計算することを知る。

思判表

㋐ 数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し，

計算の仕方を考えるととも

に，それを日常生活に生かすこと。

学習内

容

【整数と少数を合わせた計算】

・少数の入った計算をする。暗算が難しい場合は、筆算

を使ったり、計算機を使用する。

知技
㋐ 乗数や除数が小数である場合の小数の乗法及び除法

の意味について理解すること。

学習内

容

【小数の除法の計算】

・p=A÷Bで、A は B の何倍であるかを求める計算であ

ることを確認する。1.2ｍのリボンは、30㎠（0.3ｍ）の

何倍か等、具体的な数値や日常生活の場面を当てはめて

考える。

知技 ㋑ 小数の乗法及び除法の計算ができること。

学習内

容

【小数の乗法・除法の計算】

・小数点の移動に着目して、筆算で小数を含む乗法・除

法の計算をする。

知技 ㋒ 余りの大きさについて理解すること。

学習内

容

【余りのある小数の除法の計算】

・(被除数)=(除数)×(商)+(余り)の式に当てはめて，

商，除 数，余りの大きさの関係を捉えたり、検算を

行ったりする。

知技
㋓ 小数の乗法及び除法についても整数の場合と同じ関

係や法則が成り立つことを理解すること。

学習内

容

【小数の計算と整数の計算】

・小数の乗法・除法の計算と整数の乗法・除法の計算を

筆算で行い、商、除 数、余りの関係が整数の計算の場

合と小数の計算の場合が同じであることを確認する。

思判表

㋐ 乗法及び除法の意味に着目し，乗数や除数が小数で

ある場合まで数の範囲を広げて乗法及び除法の意味を捉

え直すとともに，それらの計算の仕方を考えたり，それ

らを日常生活に生かしたりすること。

学習内

容

【問題を作ろう】

・小数の文章問題を作る。例題の提示、穴埋め式で問題

が作れるようにしておき、生徒の実態に応じて取り組

む。

知技

㋐ 等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを

表すのに分数を用いることについて理解すること。ま

た，分数の表し方について知ること。

学習内

容

【分数の表し方】

・１ｍの紙テープを4等分した時の1つ分の紙テープの長

さを1/4と表すことを知る。

・1/3が２つで2/3、1/3が３つで１になることをピザの

ピース（教材）を使って確かめる。

知技
㋑ 分数が単位分数の幾つ分かで表すことができること

を知ること。

学習内

容

【分数の大きさ】

・1/2という数がある時、分子は1で、分母は２であるこ

とを知る。

・1/2、1/3など分子が同じの数の時、どちらの数が大き

いのかピザのピース（教材）を使って、比較する。

知技
㋒ 簡単な場合について，分数の加法及び減法の意味に

ついて理解し，それらの計算ができることを知ること。

学習内

容

【分数の加法・減法】

・分数の加法・減法では、1/5＋1/5=2/5、2/3-1/3=1/3

など分母が同じ数の時は、分母の数は変わらず、分子の

数が変化するということをピザのピース（教材）を使っ

て確認する。

中学部 高等部
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１段階

領域 内容 領域 内容 内容

知技
㋓ 簡単な場合について，大きさの等しい分数があるこ

とを知ること。

学習内

容

【等しい分数】

・2/3=4/6のように同じ大きさの分数をピザのピースを

使って確かめる。

・たくさんある分数カード（4/6、2/3、1/3などの分数

が書いてあるカード）から同じ大きさの数を見つける。

約分が暗算で難しい場合には、メモ用紙を与えたり、ピ

ザのピース（教材）を使って支援する。

・３＝3/3で表せることを知る。

知技 ㋔ 同分母の分数の加法及び減法の計算ができること。

学習内

容

【分数の加法・減法】

・分数の加法・減法では、1/5＋2/5=3/5、2/3-1/3=1/3

など分母が同じ数の時は、分母の数は変わらず、分子の

数が変化するということをピザのピース（教材）を使っ

て確認する。

思判表

㋐ 数のまとまりに着目し，分数でも数の大きさを比べ

たり，計算したりできるかどうかを考えるとともに，分

数を日常生活に生かすこと。

学習内

容

【分数の大きさを比べゲーム】

・分数の大きさ比べゲームをして、分数の大きさについ

て考える。

（分数の大きさ比べゲーム…分数カード裏向きにして並

べ、2枚ずつ表に向ける。表にした分数カード2枚の分数

を比べて、大きい方の分数を言う。大きい方の分数を言

うことができたら表に向けたカード2枚を持ち札として

もらう。これを繰り返し、最終的に持ち札の枚数が多い

人が勝ち。）

思判表

㋑ 数を構成する単位に着目し，大きさの等しい分数を

探したり，計算の仕方を考えたりするとともに，それを

日常生活に生かすこと。

学習内

容

【分数の文章問題】

・分数を使った簡単な文章問題を解く。

知技
㋐ 四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解

し，正しく計算すること。

学習内

容

【計算の順序】

・( )を用いた式について計算の順序を知り、例題を一

緒に解く。

知技 ㋑ 公式についての考え方を理解し，公式を用いるこ

学習内

容

【公式について知ろう】

・公式の□や△で表されているものには、いろいろな数

が当てはまる知り、２＋□など□に数を当てはめて簡単

な計算をする。

知技
㋒ 数量を□，△などを用いて表し，その関係を式に表

したり，□，△などに数を当てはめて調べたりするこ

学習内

容

【式で表そう】

・簡単な文章問題を読み、□、△等を用いて式で表現す

る。

知技 ㋓ 数量の関係を表す式についての理解を深めること。

学習内

容

【水の深さを調べよう】

・浴槽に水を入れ続けた時の毎分の水の深さを□＝2×

△とし、式に数を代入して、水の深さの表を作る。

思判表

㋐ 問題場面の数量の関係に着目し，数量の関係を簡潔

に，また一般的に表現したり，式の意味を読み取ったり

すること。

学習内

容

【問題を作ろう】

・□＝2×△など簡単な式を提示して、数人のグループ

で提示された式を使った文章問題を作る。

思判表
㋑ 二つの数量の対応や変わり方に着目し，簡単な式で

表されている関係について考察すること。

学習内

容

【読み取ろう】

・簡単な式を見て式が何を表しているのかグループで説

明し合う。

知技

㋐ 四則に関して成り立つ性質についての理解を深める

こと。

学習内

容

【四則法則】

・交換法則，分配法則，結合法則について知り、例題を

解く。

(交換法則) □+△=△+□       □×△=△×□

(分配法則) □×(△+○)=□×△+□×○       □×(△

-○)=□×△-□×○       (□+△)×○=□×○+△×○

(□-△)×○=□×○-△×○

(結合法則) □+(△+○)=(□+△)+○       □×(△×

○)=(□×△)×○

・○、△、□に整数を代入して法則が成り立つことを確

かめる。

思判表

㋐ 数量の関係に着目し，計算に関して成り立つ性質を

用いて計算の仕方を考えること。

学習内

容

【計算の順序】

・１３＋１６＋４などの計算をどのように計算すると、

計算しやすいか考え、グループ内で発表する。例）１３

＋１６＋４を１３＋（１６＋４）にする等
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１段階

領域 内容 領域 内容 内容

知技
㋐具体物に注目して指を差したり，つかもうとし

たり，目で追ったりすること。
知技 ㋐色や形，大きさに着目して分類すること。 知技

㋐ものの形に着目し，身の回りにあるものの特徴

を捉えること。
知技 ㋐直線について知ること。 知技

㋐二等辺三角形，正三角形などについて知り，作

図などを通してそれらの関係に着目すること。
知技 ㋐ 平行四辺形，ひし形，台形について知ること。 知技 ㋐ 縮図や拡大図について理解すること。

学習内

容

【形の違いに気づこう】

・積み木、ボール、ぬいぐるみなど、子どもの興

味を引く玩具を用意し、形の違いに気づかせるよ

うな言葉がけをしながら遊ぶ。また、同じもの同

士を集めて片づける

【『押す』と『引っ張る』をしよう】

・おもちゃを押したり、ストールやポーチの中の

玩具を引っ張って取り出したりする。

【ファスナーを引っ張ろう】

・柔らかい「ふわふわ」素材やスズランテープの

「カシャカシャ」素材を楽しみながら選び好きな

素材についているファスナーを引っ張る。

学習内

容

【チューリップを摘もう】

・色、形や大きさの違うチューリップのイラスト

から、手元のものと同じ色を選ぶ。

学習内

容

【かたちあそび】

・色々な形の積み木の特徴を生かしながら遊ぶ。

①高く積み上げよう…四角面の積み木が積み上げ

易いことに気付く。

②遠くに転がそう…球・円柱の積み木が転がりや

すいことに気付く。
学習内

容

【まっすぐな線を引いてみよう】

・定規の使い方を知る。定規を使って様々な方向

にまっすぐな線を引いてみる。

学習内

容

【二等辺三角形と正三角形を比べよう】

・身の回りの物（おにぎり、スイカバー）を二等

辺三角形や正三角形で表して、違いに着目する。

・ストローを使った三角形の仲間分けをする。同

じ辺を同じ色のストローで構成することで、同じ

長さの辺に着目して形の違いに気付けるようにす

る。

・身の回りの二等辺三角形、正三角形さがしをす

る。（マーク、建築など）

学習内

容

【図形　ひし形】

・ひし形の定義を理解し、作図する。

【平行四辺形・ひし形・台形】

・学校にあるものの中から形を探し弁別作業をさせ、四

角のなかにも平行四辺形、ひし形、台形があることを知

る。
学習内

容

【旗を作ろう】

・興味を持って作図が行えるように様々な大きさ

の旗作りを題材とし　て行う。

知技 ㋑形を観点に区別すること。 知技
㋑身近なものを目的，用途及び機能に着目して分

類すること。
知技

㋑具体物を用いて形を作ったり分解したりするこ

と。
知技 ㋑三角形や四角形について知ること。 知技

㋑二等辺三角形や正三角形を定規とコンパスなど

を用いて作図すること。
知技

㋑ 図形の形や大きさが決まる要素について理解すると

ともに，図形の合同について理解すること。
知技 ㋑ 対称な図形について理解すること。

学習内

容

【粘土で遊ぼう】

・粘土に型押しをして、型と粘土の模様が同じで

あることに気づくようにする。複数同じ型押しを

し、できたものを重ねたり並べたりする。

【型はめ】

・実際の型はめ教材を使い形の違いに気づけるよ

うにする。

学習内

容

【仲間集め】

・鉛筆、消しゴムを「文房具、書くもの」、箸、

スプーンを「食事に関する物」など、ジャンルに

分ける。その他にもキッチンにある物や公園にあ

る物など用途や機能に触れる。

学習内

容

【いろいろな形を作ろう】

・三角の色板を使って見本と同じ形を作る。

・ストローを使っていろいろな形を作る。

・タングラムを使っていろいろな形を作る。 学習内

容

【三角形や四角形を作ろう】

・３本の棒と４本の棒を並べて三角形と四角形を

作る。直線が３つ組み合わさって三角形、４つ組

み合わさって四角形ができることを知る。 学習内

容

【二等辺三角形と正三角形を作図しよう】

・きれいなおにぎり（正三角形）とスイカバー

（二等辺三角形）を定規やコンパスなどを用いて

作図する。

・折り紙を折って二等辺三角形や正三角形を作っ

て、形の特徴に気付く。

学習内

容

【合同】

・形も大きさも同じとはどういう条件のときにおこるの

か理解し、合同な図形を書けるようにする。
学習内

容

【切って確かめよう・左右対称の飾りを作ろう】

・半分に折った紙を星型やハート型に切り取り、

左右対称のイメージ　をつかむ。

知技 ㋒形が同じものを選ぶこと。 思判表

㋐ものを色や形，大きさ，目的，用途及び機能に

着目し，共通点や相違点について考えて，分類す

る方法を日常生活で生かすこと。

知技
㋒前後，左右，上下など方向や位置に関する言葉

を用いて，ものの位置を表すこと。
知技

㋒正方形，長方形及び直角三角形について知るこ

と。
知技 ㋒基本的な図形と関連して角について知ること。 知技

㋒ 三角形や四角形など多角形についての簡単な性質を

理解すること。
思判表

㋐ 図形を構成する要素及び図形間の関係に着目

し，構成の仕方を考察したり，図形の性質を見い

だしたりするとともに，その性質を基に既習の図

形を捉え直したり，日常生活に生かしたりするこ

と。

学習内

容

【同じ物を選ぼう】

・同じ形の物を複数用意し、教員が提示した物と

同じ物を選ぶ。

【パネル遊び】

・手本と同じ形のブロックを使って同じ形を作

る。

【型はめ】

・実際の型はめ教材を使う。㋑の型はめ教材より

型の違いが細かいもの。はめることが目的ではな

く、同じ形であることを気付かせることが目的で

ある。

学習内

容

【整理してみよう】

・文房具やおもちゃ、食器などが繁雑に入ってい

る箱の中を分類しながら片づける

学習内

容

【方向伝言ゲーム】

・２人ペアで行う。一人は見本を見ながら「花瓶

は机の上」「くまのぬいぐるみは、ねこのぬいぐ

るみの右」など、言葉で指示を出す。もう一人

は、出された指示に従ってイラストを配置し、見

本と同じ絵を完成させる。

【なんばんめか伝えよう】

・自分が欲しいものが棚の「右から●番目」や

「左から▲番目」「上から▽番目」など言葉を実

際に使って伝える。

学習内

容

【同じ仲間に分けよう】

・正方形と長方形のイラスト、直角三角形と二等

辺三角形のイラストを複数用意し、仲間分けをす

る。同じ直線の数でできた四角形や三角形でも違

う形があることに気付く。
学習内

容

【角をみつけよう】

・三角定規のかどを紙に写し取って、かどの形を

調べる。

・三角定規を重ねてかどの違いを見比べる。

学習内容

【多角形を描こう】

・図形の性質を捉えながら、多角形を用いたデザイン画

をExcelソフトで作製する。

学習内

容

【平行・垂直・図形】

・それぞれの図形の定義を理解し、作図する。

【地図の本当の長さは？地図作り】（町の縮図地

図を作る）

・縮小されている地図の実際の長さを計算で求め

る。

・町の地図の縮図を作る。

知技 ㋓似ている二つのものを結び付けること。 知技
㋐身の回りにあるものの形に関心をもち，丸や三

角，四角という名称を知ること。
思判表

㋐身の回りにあるものから，いろいろな形を見付

けたり，具体物を用いて形を作ったり分解したり

すること。

知技

㋓正方形や長方形で捉えられる箱の形をしたもの

について理解し，それらを構成したり，分解した

りすること。

知技
㋓直線の平行や垂直の関係について理解するこ

と。
知技

㋓ 円と関連させて正多角形の基本的な性質を知るこ

と。
知技

㋐ 身の回りにある形について，その概形を捉え，

およその面積などを求めること。

学習内

容

【似ているのはどれ？】

・大きさの違うボールや角度の異なる三角形のブ

ロックを使って、「似ている」物同士を集める。

学習内

容

【型はめ】

・〇、△、□の型はめパズルをしながら、形の名

称を知る。

【○、△、□を探そう】

・身の回りの物から○、△、□を探す。

時計、おにぎり、テレビなど

学習内

容

【かたちあそび②】

・身の回りにあるものを使って自由に工作する。

　例）ロボット、車、キリンなど

(紙皿、空き缶、空き箱、ラップの芯など)
学習内

容

【様々な形の箱を分解しよう、作ろう】

・正方形や長方形の箱を一面ずつ切り取り、平面

の四角形や長方形を組み合わせることで箱ができ

ていることを知る。四角形や長方形を６つ組み合

わせて箱を作る。
学習内

容

【写真と同じ地図の場所は？】

・ある駅の周辺を撮影した写真と地図を見比べ

て、直線の交わり方について考える。

・線の交わり方を比べて、垂直に交わる線から直

角について知ったり、線の並び方を比べて平行に

ついて知ったりする。

学習内容

【多角形と円】

・円の折り紙で多角形を作製し、正多角形の性質を、円

の性質と関連付けて理解する。

学習内

容

【川崎市のおよその面積を求めよう】

→川崎市の全体の形をいままで求積した図形に捉

え、およその面積を求める。

知技
㋔関連の深い一対のものや絵カードを組み合わせ

ること。
知技 ㋑縦や横の線，十字，△や□をかくこと。 思判表

㋑身の回りにあるものの形を図形として捉えるこ

と。
知技

㋔直角，頂点，辺及び面という用語を用いて図形

の性質を表現すること。
知技

㋔円について，中心，半径及び直径を知ること。

また，円に関連して，球についても直径などを知

ること。

知技 ㋔ 円周率の意味について理解し，それを用いること。 思判表

㋐ 図形を構成する要素や性質に着目し，筋道を立

てて面積などの求め方を考え，それを日常生活に

生かすこと。

学習内

容

【セットにしよう】

・靴や手袋などペア物を用意し、ペアリングす

る。また、足と靴や手と手袋など少しずつ発展さ

せる。

学習内

容

【図形を書こう】

・様々な図形や線のなぞり書きをする。線や図形

を組み合わせて簡単なキャラクターを描く。それ

ぞれの形の特徴を考える。

学習内

容

【かたちあそび③】

・身の回りにあるもので、高く積み上げられるも

の(お菓子の箱など)や転がりやすいもの(ボールな

ど)について考え、発表する。

学習内

容

【サイコロを作ろう】

・直角、頂点、辺及び面の用語を知る。サイコロ

を作り、直角、頂点、辺及び面がどこに当たるの

かを確認しながら図形の性質に気付けるようにす

る。

学習内

容

【円について知ろう】

・的になる点から同じ長さになるようにして、点

をいくつも書いていき、並んだ点が円になること

を知る。

・画鋲、画用紙、鉛筆を使って、中心に画鋲をさ

して円を描いてみる。

・円に半径をたくさん書いて、半径の長さをはか

り、半径の長さが全部同じことを知る。

・切り取った円をぴったり重なるように折って、

どこも通る点が円の中心だと知る。

・円の中に描ける直線で一番長い直線が直径であ

ることを知る。

・身の回りの球を探して、真上や真横から見ると

円に見えることを知る。

学習内

容

【円周率】

・円柱の直径と円周の長さを調べ、円周の長さと直径が

常に同じ比率の関係になっていることを理解する。

学習内

容

【面積を求めよう】

・物が置いてある部分を測る際に、どのように計

算するのか考える。

【7区（川崎区）のおおよその面積を求めよう】

・川崎区の形を台形など求積できるように捉え、

おおよその面積を求めたり、まとめの際に模造紙

に入る大きさに縮小したりする。

知技 ㋕同じもの同士の集合づくりをすること。 知技

㋒大きさや色など属性の異なるものであっても形

の属性に着目して，分類したり，集めたりするこ

と。

思判表

㋒身の回りにあるものの形の観察などをして，も

のの形を認識したり，形の特徴を捉えたりするこ

と。

知技
㋕基本的な図形が分かり，その図形をかいたり，

簡単な図表を作ったりすること。
思判表

㋐図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着

目し，構成の仕方を考察して，図形の性質を見い

だすとともに，その性質を基に既習の図形を捉え

直すこと。

思判表

㋐ 図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目

し，構成の仕方を考察し図形の性質を見いだすととも

に，その性質を基に既習の図形を捉え直すこと。

知技
㋐円の面積の計算による求め方について理解する

こと。

学習内

容

【同じ形集まれ-】

・積み木を、同じ形ごとに別の箱に片づける。

学習内

容

【まる・さんかく・しかく】

・色や大きさ，材質など属性の異なるものであっ

ても，形のみに着目して「丸の仲間」，「三角の

仲間」，「四角の仲間」で分類する.

・丸い時計とボール、おにぎりとサンドウィッチ

など、形で分類する活動をする

学習内

容

【何の形に見える？】

・身の回りにあるものの写真を見て、何の形に見

えるかを考え、形の分類分けをする。

　例)おにぎり、プリン、飴玉、カバンなど

・写真に写った物をタングラムで表現する。

学習内

容

【図形を書こう】

・点に沿って線を引いたり、定規や分度器、コン

パスを使ったりして図形を書く。 学習内

容

【図形で描こう】

・身近なものを今まで学んできた図形で構成す

る。

（家、雪だるま、風船など）
学習内容

【垂直と平行】

・垂直と平行を理解し、四角形の弁別や作図作業をす

る。 学習内

容

【円の面積を求めよう】

・図面の円ではなく、生徒の興味が持てる物を題

材とする。

思判表

㋐　対象物に注意を向け，対象物の存在に気付

き，諸感覚を協応させながら具体物を捉えるこ

と。 思判表

㋐身の回りにあるものの形に関心を向け，丸や三

角，四角を考えながら分けたり，集めたりするこ

と。

知技
㋐傾斜をつくると角ができることを理解するこ

と。
知技

㋖正方形，長方形及び直角三角形をかいたり，

作ったり，それらを使って平面に敷き詰めたりす

ること。

知技

㋐面積の単位［平方センチメートル（㎠），平方

メートル（㎡），平方キロメートル（㎢）］につ

いて知り，測定の意味について理解すること。

㋑正方形及び長方形の面積の求め方について知る

こと。

思判表

㋑ 図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し，構

成の仕方を考察したり，図形の性質を見いだし，その性

質を筋道を立てて考え説明したりすること。 思判表

㋐図形を構成する要素などに着目し，基本図形の

面積の求め方を見いだすとともに，その表現を振

り返り，簡潔かつ的確な表現に高め，公式として

導くこと。

学習内

容

【触って確かめよう】

様々な玩具や教材に触れ、感触の違いや色、にお

いの違いを感じ取り、教員と共有する。

学習内

容

【探そう、集めよう、伝えよう】

・身の回りにある具体物をおよそ丸や三角，四角

として捉え、時計，皿，サンドイッチ，標識，

本，ノート等の実物を丸や三角や四角に分ける。

見つけた図形を発表する。

学習内

容

【すべるかな？】

・リング(に付けたイラスト)を糸に通す。糸の片

端は、セロテープで机に留める。

①糸を徐々に上げると、リングがゆっくり降下し

ていく様子に気付く。

②高さのポイントを決めてからリングを離し、降

下させる。高さによって降下の速度に違いがある

ことに気付く。

学習内

容

【図形を組み合わせて模様を作ろう】

・図形を１枚の紙に敷き詰めて書いたり、正方

形，長方形及び直角三角形に切った紙を並べたり

して模様を作る。

学習内

容

【どの花だんが広いかな】

・長方形の花だんと、正方形の花だんを比べてど

ちらがどれだけ多いか調べる。

・面積の単位を知る。

学習内容

【二等辺三角形】

・作図したい二等辺三角形を考え、ワークシートに記入

する。

【合同】

・二つ以上の三角形や四角形を比べ、合同ではない理由

となる部分を見つけ、説明する

学習内

容

【マンホールの大きさは？】

・実際のマンホールの大きさの円を分割（６４分

割）していき、計算による求積が可能な図形に

し、円の求め方を考察する。

思判表

㋑　ものの属性に着目し，様々な情報から同質な

ものや類似したものに気付き，日常生活の中で関

心をもつこと。 思判表

㋐傾斜が変化したときの斜面と底面の作り出す開

き具合について，大きい・小さいと表現するこ

と。

思判表

㋐図形を構成する要素に着目し，構成の仕方を考

えるとともに，図形の性質を見いだし，身の回り

のものの形を図形として捉えること。

思判表
㋐面積の単位に着目し，図形の面積について，求

め方を考えたり，計算して表したりすること。

学習内

容

【日常生活場面など】

・色、形、素材の違いに気がつき、日常生活の中

で発見をする。（ミニカーと車、赤いリンゴと赤

いポストなど）

学習内

容

【すべるかな？②】

・ノートパソコンの傾斜を使って丸いものを転が

す。

・パソコンの傾斜の隙間の大きさを測る。

　例)ひもや玉(ボール)など、長さや大きさで隙間

の大きさが比較できものにする。

・大きさを比べて、転がりやすい(にくい)傾斜＝

角度が大きい(小さい)ことを知る。

学習内

容

【身の回りにある図形を探そう】

・身の回りにある図形について探し、どの図形に

当てはまるのか仲間分けをする。その際、正方形

と長方形、直角三角形と二等辺三角形、平面図形

と立体図形のどちらに当てはまるのかを細かく分

類できるようにする。

学習内

容

【たて６㎝、よこ８㎝の長方形の面積の求め方を

考える】

・１㎠の正方形をかいて数える。

・１㎠の正方形の数を計算で求める。

思判表

㋒　ものとものとの関係に注意を向け，ものの属

性に気付き，関心をもって対応しながら，表現す

る仕方を見つけ出し，日常生活で生かすこと。

学習内

容

【日常生活場面など】

・同じ食器ごとに分け、片づける。

・着替えた衣服を用途毎に分類し袋に入れる。

２段階 ３段階 １段階 ２段階 １段階

算数・数学（図形）　学習段階表
小学部 中学部 高等部
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１段階

領域 内容 領域 内容 内容

知技 ㋐角の大きさを回転の大きさとして捉えること。 知技 ㋐ 立方体，直方体について知ること。 知技
㋐ 体積の単位（立方センチメートル（cm3），立

方メートル（m3））について理解すること。

学習内

容

【同じ大きさの角を作ろう】

・円使って表した角の大きさを、三角定規の角の

何個分かを調べる。

学習内

容

【立方体と直方体】

・立方体や直方体を教室で探し、立方体と直方体の特徴

のちがいを見つける。

学習内

容

【体験しよう】

・実際に1㎥の大きさを観察する。一辺が１０ｃｍ

の立方体が１Ｌであることなどにも触れる。

知技

㋑角の大きさの単位（度（ °））について知り，

測定の意味について理解すること。 知技
㋑ 直方体に関連して，直線や平面の平行や垂直の関係

について理解すること。
知技

㋑ 立方体及び直方体の体積の計算による求め方に

ついて理解すること。

学習内

容

【分度器を使ってみよう】

・分度器を知る。

・分度器を使って角度を測ってみる。

・９０度の角が何個分が調べてみる。

学習内容

【直方体】

・直方体をひごとねんど玉を用いて作り、直線や平面の

平行や垂直の関係について理解する。

学習内

容

【実際に操作しよう】

・1ｃ㎥の木を操作し、体積のイメージをつきやす

くする。

知技 ㋒角の大きさを測定すること。 知技 ㋒ 見取図，展開図について知ること。 知技
㋒ 基本的な角柱及び円柱の体積の計算による求め

方について理解すること。

学習内

容

【分度器を使ってみよう】

・分度器を知る。

・分度器を使って角度を測ってみる。

学習内容

【見取り図と展開図】

・立方体や直方体の箱を切り開き、どんな形になるかを

調べる。

学習内

容

【身近な物の体積を求めよう】

・教室にある角柱や円柱の物を探し、体積を求め

る。

思判表

㋐　角の大きさの単位に着目し，図形の角の大き

さを的確に表現して比較したり，図形の考察に生

かしたりすること。

知技 ㋓ 基本的な角柱や円柱について知ること。 思判表

㋐ 体積の単位や図形を構成する要素に着目し，図

形の体積の求め方を考えるとともに，

体積の単位とこれまでに学習した単位との関係を

考察すること。

学習内

容

【身の回りの角度を調べよう】

・角度を調べることができる道具を作り、いろい

ろな角度を調べる。

・身の回りに見える角度を調べて発表して、いろ

いろな角の大きさが身近にあることを体験的に知

る。

学習内

容

【角柱と円柱】

・角柱や円柱からなる箱を弁別し、角柱や円柱の特徴の

ちがいを見つける。
学習内

容

【牛乳パックの体積と量を考えよう】

・公式で求めた体積を単位（長さ）（面積）（体

積）（かさ）と結び付けて考える

思判表

㋐ 図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目

し，立体図形の平面上での表現や構成の仕方を考察し，

図形の性質を見いだすとともに，日常の事象を図形の性

質から捉え直すこと。

思判表

㋑ 図形を構成する要素に着目し，基本図形の体積

の求め方を見いだすとともに，その表現を振り返

り，簡潔かつ的確な表現に高め，公式として導く

こと。

学習内容

【立方体と直方体、角柱と円柱】

・弁別基準となる理由を説明する。
学習内

容

【操作して考えよう】

・円や三角の積み木を操作しながら、底面積×高

さの公式をイメージをつかめるようにしていく。

知技 ㋐ものの位置の表し方について理解すること。

学習内容

【言葉で位置を伝えよう（ものの位置の表し方）】

・起点から終点の位置までの表現の仕方（平面、空間）

を知る。（例　下駄箱の位置を上から〇つ、右から〇つ

で表現したり、体育館で旗の位置から自分の位置までを

たて〇ｍ、よこ〇ｍで表現する。）

思判表
㋐ 平面や空間における位置を決める要素に着目し，そ

の位置を数を用いて表現する方法を考察すること。

学習内

容

【言葉で位置を伝えよう（ものの位置の表し方）】

・起点から終点の位置までの表現の仕方（平面、空間）

を考える。（例　下駄箱の位置を上から〇つ、右から〇

つで表現したり、体育館で旗の位置から自分の位置まで

をたて〇ｍ、よこ〇ｍで表現する。）

知技
㋐ 三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の計算に

よる求め方について理解すること。

学習内容

【三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積】

・長方形や正方形の面積の求め方に帰着し、計算による

求め方を見つける。

思判表

㋐ 図形を構成する要素などに着目して，基本図形の面

積の求め方を見いだすとともに，その表現を振り返り，

簡潔かつ的確な表現に高め，公式として導くこと。

学習内容

【三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積】

・面積の求め方を変形の考えを用いて、説明したり、公

式を導くことができる。
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１段階

領域 内容 領域 内容 内容

知技
㋐大きさや長さなどを，基準に対して同じか違う

かによって区別すること。
知技

㋐長さ，重さ，高さ及び広さなどの量の大きさが

分かること。
知技

㋐長さ，広さ，かさなどの量を直接比べる方法に

ついて理解し，比較すること。
知技

㋐目盛の原点を対象の端に当てて測定すること。

㋑長さの単位［（mm），（cm），（m），（km）］

や重さの単位［（g），（kg）］について知り，測

定の意味を

知技
㋐変化の様子を表や式を用いて表したり，変化の

特徴を読み取ったりすること。
知技

㋐ 簡単な場合について，比例の関係があることを知る

こと。
知技 ㋐ 比例の関係の意味や性質を理解すること。

学習内

容

【違いに気づこう】

「かじりかけのパンと、食べていないパン」や

「飲みかけの牛乳と、飲んでいない牛乳」を見比

べ、「違いがある」ことを判断する。

【多いと少ない】

・もこもこボールの数を比較して多いと少ないを

手話で伝える。

学習内

容

【体験してみよう】

・平均台、菜箸、電車など極端に長い物を用意し

視覚等の感覚で判断する。平均台は実際に渡って

体感することもできる。

・重さ高さ広さに関しても同様に極端に重い、高

い、広いものを用意し判断する。

学習内

容

【長さ(広さ・かさ)を比べよう①】

・並べる、重ねるなどして直接比べる。

・紙テープで長さを測って比べる。

・同じ大きさのコップに移して比べる。
学習内

容

【ものの長さや重さを計ろう】

・定規やはかりを使ってものの長さや重さを数字

に表し、長さと重さの単位を知る。定規で測る際

は、ものの端に目盛りの原点に当て数字を読み取

れるようにする。
学習内

容

【伴って変わる数を見つけよう】

・例として、長方形の横と縦の長さにはどんな数

の組があるのか調べ、横と縦の長さの関係を表に

整理する。横の長さが１cm、２cmと増えると縦の

長さはどのように変わっていくのか、横の長さと

縦の長さをたした数はどのようになっているのか

を読み取るり、横の長さと縦の長さの関係を◯＋

△＝９のような変量を○や△で表した式で表す。

学習内

容

歩数と歩いた距離を調べ、それらの関係を考える。比例

の定義について、問題をもとに理解する。

学習内

容

【1円玉の重さと金額】

・1円玉や50円玉など重さや金額が比較しやすい物

を用いて実際に操作しながら理解を深める。

知技
㋑ある・ない，大きい・小さい，多い・少ない，

などの用語に注目して表現すること。
知技

㋑二つの量の大きさについて，一方を基準にして

相対的に比べること。
知技

㋑身の回りにあるものの大きさを単位として，そ

の幾つ分かで大きさを比較すること。
知技

理解すること。

㋒かさの単位［（mL），（dL），（L）］について

知り，測定の意味を理解すること。

思判表
㋐伴って変わる二つの数量の関係に着目し，表や

式を用いて変化の特徴を考察すること。
思判表

㋐ 伴って変わる二つの数量を見いだして，それらの関

係に着目し，表や式を用いて変化や対応の特徴を考察す

ること。

知技
㋑ 比例の関係を用いた問題解決の方法について理

解すること。

学習内

容

【大きいって何だ？】

・先生が立った状態だと帽子が取れない、先生の

靴を履いて歩くと脱げる、といった経験から「大

きい」という感覚をつかむ。

・大きさの違う粘土を用意し、指でつまめるか両

手でないと持てないかを経験する。

学習内

容

【長さ比べをしよう】

・長さの違う鉛筆を用意し長さを比べる。対象の

端をそろえて比べる。重さ，高さ及び広さも同様

に比べる。 学習内

容

【長さ（広さ）を比べよう②】

・長さ…机の長さをボールペンを並べていくつ分

かを比べる。

・広さ…箱や教室の面積を折り紙や新聞紙を敷き

詰めていくつ分かを比べる。
学習内

容

【水の量を比べよう】

・２つの水をそれぞれ目盛りのついた容器に入

れ、数字を読み測定する。２つの水の量を比べな

がら、かさの単位があることを知る。 学習内

容

【お菓子の値段を考えよう】

・お菓子の数を○個、代金を△として◯と△の関

係を式に表す。

・お菓子と代金の関係を表に書いて調べる。 学習内

容

日常にある比例の事例をもとにした問題に取り組む。

「カップケーキの材料と個数」「印刷にかかる時間と枚

数」「バケツに水を入れる時間と水の量」等

学習内

容

【乗り物の進む距離と時間】

・速度の異なる乗り物が同時に出発した時の時間

と進んだ道のりの関係をグラフで表現する。グラ

フから時間で進んだ道のりなどを求める。小学校6

年生（教育出版）P124参照

思判表
㋐大小や多少等で区別することに関心をもち，量

の大きさを表す用語に注目して表現すること。
知技

㋒長い・短い，重い・軽い，高い・低い及び広

い・狭いなどの用語が分かること。
思判表

㋐身の回りのものの長さ，広さ及びかさについ

て，その単位に着目して大小を比較したり，表現

したりすること。

知技

㋓長さ，重さ及びかさについて，およその見当を

付け，単位を選択したり，計器を用いて測定した

りすること。

知技

㋐簡単な場合について，ある二つの数量の関係と

別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用

いる場合があることを知ること。

知技
㋐ 速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方に

ついて理解し，それを求めること。
知技 ㋒ 反比例の関係について理解すること。

学習内

容

【日常生活場面など】

大きさや量の違いを経験する学習の中で、教員と

一緒に「大きい」「小さい」「たくさん」

「ちょっと」など用語を使う経験を積み、表現を

区別していく。
学習内

容

㋑の比較する学習を通して長い・短 い，重い・軽

い，高い・低い及び広い・狭いなどの用語を用い

て表現することが できるようにする。

学習内

容

【大きさあてゲーム（単位を学ぼう）】

・1m=100cm、1L=10dL=1000mLであることを知る。

・単位が書かれたカード(1m,10m,1cm,10cmなど)の

山札から１枚カードを引きその場に置く、次の

カードを山札から「せーの」で引き、置いてある

カードの隣に置く。大きい量の方のカードをタッ

チできた人が、そのカードをもらう。

・同じ単位のカード(例えば1mと100cm)が出たとき

は「同じ」と早く叫んだ人がカードをもらう。

学習内

容

【ものの長さを予想しよう】

・ものを測る前に長さを予想し、実際に測って答

え合わせをする。実際の長さ知ることで、およそ

の長さの見当が付くようにする。また、ものを測

る際は、適した計器を選択できるようにする。
学習内

容

【どちらが値上がりしたのかな】

・（例）１００円から３００円に値上がりした大

根と２００円から４００円に値上がりしたキャベ

ツがある

・大根やキャベツの数を変えた場合を考えて値上

がりの仕方を考える

・元の値段と、値上がり後の値段は何倍の関係に

なっているかを考える。

学習内容

2つの花壇の面積と花の数について、単位面積当たりの

花の数を比べ、どちらに多く花が咲いているか考える。

単位量当たりの大きさについて、問題をもとに理解す

る。
学習内

容

【面積の縦の長さと横の長さの関係】

・１ｃｍ四方の画用紙などを実際に操作し、縦と

横の反比例の関係についてイメージしやすくす

る。小学校6年生（教育出版）P130参照

思判表

㋐長さ，重さ，高さ及び広さなどの量を，一方を

基準にして比べることに関心をもったり，量の大

きさを用語を用いて表現したりすること。

知技 ㋐日常生活の中で時刻を読むこと。 思判表

㋐身の回りのものの特徴に着目し，目的に適した

単位で量の大きさを表現したり，比べたりするこ

と。

思判表
㋐日常生活における数量の関係に着目し，図や式

を用いて，二つの数量の関係を考察すること。
思判表

㋐ 異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係

に着目し，目的に応じて大きさを比べたり，表現したり

する方法を考察し，それらを日常生活に生かすこと。

思判表

㋐ 伴って変わる二つの数量を見いだして，それら

の関係に着目し，目的に応じて表や式，グラフを

用いてそれらの関係を表現して，変化や対応の特

徴を見いだすとともに，それらを日常生活に生か

すこと。

学習内

容

【長いものを探そう】

・学校の中で長いものを探すし発表する。他者が

探してきた物と比較して、一番長いものを考え

る。重さ，高さ及び広さも同様に比べる。

学習内

容

【アナログ時計】

・アナログ時計の時刻を確認して、iPadのアプリ

を使用してマッチングクイズを行う。

【時計マッチング】

・日常生活で関りのある時間(朝の会、給食、下校

の時間など)のアナログ時計の写真(時刻入り)を

マッチングさせる。

学習内

容

【身の回りのものを測ってみよう】

・自分の身の回りにあるものについて、長さ、重

さ、かさのどの項目について測るのかを考え、適

した単位で量の大きさを表す。

学習内

容

【同じ伸び方のゴムはどっち】

・（例）黒の長さ１０cmでいっぱいまで伸ばした

長さが３０cmのゴムがる

・赤の元の長さ６cm、いっぱいまでの長さ１８cm

　青の元の長さ４cm、いっぱいまでの長さ１６cm

の二つゴムがありどちらのゴムが黒のゴムと同じ

伸び方をするのか考える。

・問題の場面を図にあらわす

・元の長さを１と見て赤と青どちらが同じ伸び方

か考える。

学習内容

日常にある単位量あたりの大きさの事例をもとにした問

題に取り組む。

「電気、ガス、水道等の使用料と値段」「電車、バスに

乗る時間と移動距離」「スーパーでの100グラム当たり

の値段」「人口密度」等
学習内

容

【日常にある比例に関係する事柄を探そう】

・題材の例「肉のグラム数と値段」「歩数と距

離」「通話時間と料金」

知技
㋑時間の単位（日，午前，午後，時，分）につい

て知り，それらの関係を理解すること。
知技

㋐時間の単位（秒）について知ること。

㋑日常生活に必要な時刻や時間を求めること。
知技

㋐ ある二つの数量関係と別の二つの数量の関係を比べ

る場合に割合を用いる場合があることを理解すること。 知技
㋐ 比の意味や表し方を理解し，数量の関係を比で

表したり，等しい比をつくったりすること。

学習内

容

【時刻と時間】

・カレンダーや時計を用いて時間の単位を確認す

る。

【時と分】

・ルーレットゲームを通して「○時」の読み取り

方を学ぶ。

・時計の12の位置を0として、分のメモリを59まで

数えてワークシートに書き込む。

・時だけのルーレット時計(短針)と、59までの数

字を書き込んだ分用の時計(長針)を使って、時と

分を学ぶ。

学習内

容

【時間を計ってみよう】

・10秒をストップウォッチで計ってみる。短い時

間でも時間の単位があることを知る。時間を計っ

ていく中で、60秒は1分、60分は1時間と同じ時間

でも違う単位で表せることに気付けるようにす

る。
学習内

容

輪投げをして、グループごとの投げた回数と入った回数

の割合を比べ、どちらが多く入ったか考える。割合の定

義、比べられる量と元にする量の判断等について、問題

をもとに理解する。

学習内

容

【同じ味をつくろう】

・２：３のコーヒー牛乳を４：〇にした場合の〇

の答えを実際の活動を通して求めていく。

思判表
㋐　時刻の読み方を日常生活に生かして，時刻と

生活とを結び付けて表現すること。
思判表

㋐時間の単位に着目し，簡単な時刻や時間の求め

方を日常生活に生かすこと。
知技

㋑ 百分率を用いた表し方を理解し，割合などを求める

こと。
思判表

㋐ 日常の事象における数量の関係に着目し，図や

式などを用いて数量の関係の比べ方を考察し，そ

れを日常生活に生かすこと。

学習内

容

【時刻と時間】

・朝のスケジュール表（時刻とやること）を作る

・月-金の時間割や土日の過ごし方のスケジュール

表を作る。
学習内

容

【1日の時間の流れを知ろう】

・時計のイラストを並べながら、学校での1日の流

れの日課表を作る。自分の日課を確認すること

で、日常的に時計を意識して行動できるようにす

る。

学習内容

カルピスの原液の量と水の量を変え、様々な濃度のカル

ピスを作り、濃度を百分率で表す。濃度の違いと味の違

いを考える。百分率の定義、比べられる量と元にする量

の判断、百分率への換算等について、問題をもとに理解

する。

学習内

容

【日常にある比に関係する事柄を探そう】

・題材の例「調味料の表示を見てみよう（比率）

（めんつゆの薄め方など）」

思判表

㋐ 日常の事象における数量の関係に着目し，図や式な

どを用いて，ある二つの数量の関係と別の二つの数量の

関係との比べ方を考察し，それを日常生活に生かすこ

と。

学習内

容

日常にある割合や百分率の事例をもとにした問題に取り

組む。

「商品の割引」「内容量の増量」「採用率」「野球の打

率」等
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１段階

領域 内容 領域 内容 内容

知技
㋐身近なものを目的，用途，機能に着目して分類

すること。
知技

㋐ものとものとの対応やものの個数について，簡

単な絵や図に表して整理したり，それらを読んだ

りすること。

知技
㋐身の回りにある数量を簡単な表やグラフに表し

たり，読み取ったりすること。
知技

㋐データを日時や場所などの観点から分類及び整

理し，表や棒グラフで表したり，読んだりするこ

と。

知技
㋐ 数量の関係を割合で捉え，円グラフや帯グラフで表

したり，読んだりすること。
知技 ㋐ 代表値の意味や求め方を理解すること。

学習内

容

【仲間集め】

・鉛筆、消しゴムを「文房具、書くもの」、箸、

スプーンを「食事に関する物」など、ジャンルに

分ける。その他にもキッチンにある物や公園にあ

る物など用途や機能に触れる。また同じ形でも

色、大きさや素材などに注目するようにする。

学習内

容

【並べて数えよう】

・ペットボトルキャップが大量に詰まった袋か

ら、とれるだけ手づかみする。

・とった分のキャップを１列に並べて数える。

・友達のキャップと並べて比べる。

学習内

容

学習内

容

【表にしてみよう】

・身の身の回りにある事象について，日時，曜

日，時間や場所などの観点から分類の項目を選

び，分かりやすく整理する

・一つの観点で作った表を組み合わせて一つの表

にまとめた、簡単な表を作る。

学習内

容

学年に取ったアンケートをもとに、好きな教科の人数を

円グラフや帯グラフで表す。

学習内

容

【朝のランニングについて考えよう】

・朝のランニングの周回数など身近な事柄を題材

に代表値の求め方について考える。

思判表

㋐身近なものの色や形，大きさ，目的及び用途等

に関心を向け，共通点や相違点を考えながら，興

味をもって分類すること。

知技
㋑身の回りにあるデータを簡単な記号に置き換え

て表し，比較して読み取ること。
思判表

㋐身の回りの事象に関するデータを整理する観点

に着目し，簡単な表やグラフを用いながら読み

取ったり，考察したりすること。

知技
㋑データを二つの観点から分類及び整理し，折れ

線グラフで表したり，読み取ったりすること。
知技

㋑ 円グラフや帯グラフの意味やそれらの用い方を理解

すること。
知技

㋑ 度数分布を表す表や柱状グラフの特徴及びそれ

らの用い方を理解すること。

学習内

容

【探そう、集めよう、伝えよう】

・身の回りにある具体物をおよそ丸や三角，四角

として捉え、時計，皿，サンドイッチ，標識，

本，ノート等の実物を丸や三角や四角に分ける。

見つけた図形を発表する。他者の発表を聞いて、

相違点について考える

学習内

容

【動物の数を数えよう】

・イラストに描かれた動物を分類し、色やマーク

で分けて表し、数を比較する。

(例)ウサギ⇒赤丸,ゾウ⇒青丸,キリン⇒黄丸
学習内

容

学習内

容

【折れ線グラフを作ってみよう】

・日時，曜日，時間や場所などの観点から項目を

二つ選び，分類整理して 表を用いて表す

・横軸に時間経過，縦軸にデータの値を記入し，

各時間に相当する大 きさを点で表し，それらを結

んだ折れ線グラフで表す。

・

学習内

容

好きな教科の人数を棒グラフ、折れ線グラフ、円グラ

フ、帯グラフで表し、それぞれのグラフの利点、有効場

面を考える。
学習内

容

【体育の記録会を振り返ろう】

→体育の陸上記録会で行われた種目のデータなど

身近な事柄を題材として行う。

知技
㋐ものとものとを対応させることによって，もの

の同等や多少が分かること。
思判表

㋐個数の把握や比較のために簡単な絵や図，記号

に置き換えて簡潔に表現すること。
知技

㋒表や棒グラフ，折れ線グラフの意味やその用い

方を理解すること。
知技

㋒ データの収集や適切な手法の選択など統計的な問題

解決の方法を知ること。
知技

㋒ 目的に応じてデータを収集したり，適切な手法

を選択したりするなど，統計的な問題解決の方法

を理解すること。

学習内

容

【多い・少ない・同じ】

・コップと歯ブラシをセットにしていく。数に違

いが生まれたときは、「多い・少ない」で表現す

る。同じ時には、同じで表現できるようにする。

学習内

容

【動物の数をグラフで表そう】

・イラストに描かれた動物を分類し、色やマーク

で分けて表す。

・分類ごとに棒グラフの枠上に○で書いて表し、

高低の比較で大きさを読み取る。

学習内

容

【いろんなグラフの使い方を知ろう】

・棒グラフでは，数量の大きさの違いを一目で捉

えるこ とができることに気付き，表やグラフから

データの特徴や傾向を捉えたり，考察 したりした

ことを，表のどの部分から，あるいはグラフのど

の部分からそのよう に考えたりしたのかを，他の

人にもわかるように伝えることができるようにす

る。

・ 折れ線グラフでは，時間の経過に伴ってデータ

がどのように変化するかなど，変 化の様子を把握

することができることに気付き，次第に数量の変

化の特徴，連続 的な変化による値の推測等の観点

で読み取るなどしながら，表やグラフなどから 読

み取った特徴や傾向に基づいて結論を出すことが

学習内容

田島支援学校の年度ごとの卒業生の進路部門のデータに

ついて、知りたいことを表すのに有効なグラフを選び、

グラフを作る。

学習内

容

【調べよう】

・1段階で学習したことに加えて、目的に合わせた

グラフ（柱状・円・折れ線など）にまとめる。集

めたデータから特徴を分析し、結果を出す。

思判表
㋐身の回りにあるものの個数に着目して絵グラフ

などに表し，多少を読み取って表現すること。
思判表

㋐身の回りの事象に関するデータを整理する観点

に着目し，表や棒グラフを用いながら，読み取っ

たり，考察したり，結論を表現したりすること。

思判表

㋐ 目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの

特徴や傾向に着目し，問題を解決するために適切なグラ

フを選択して読み取り，その結論について多面的に捉え

考察すること。

思判表

㋐ 目的に応じてデータを集めて分類整理し，デー

タの特徴や傾向に着目し，代表値などを用いて問

題の結論について判断するとともに，その妥当性

について批判的に考察すること。

学習内

容

【好きな果物はなに？】

・イラストの中から一人一つ好きな果物を選び、

絵グラフにイラストを貼っていく。その中で一番

多い少ない同じ数で表現する。

学習内

容

【どのグラフが良いかを考えよう】

・（例）一日の気温の様子を1時間ごとの目盛を

とって棒グラフと折れ線グラフに表す。

・どちらのグラフが目的に応じて適切であったか

を考える。

学習内容

日常にある円グラフや帯グラフの事例をもとにした問題

に取り組む。

「りんごの県別生産量」「年代別の産業割合」「ニュー

スに出てくる円グラフ」等

学習内

容

【今年の夏は去年より暑い？】

・過去の夏の気温や降水量の分析を行い、統計を

出し、本当に今年は例年より暑いのかなどを考え

る。ニュースや新聞など第三者のデータとも比較

し、妥当性を考える。

知技
㋐身の回りの出来事から○×を用いた簡単な表を

作成すること。
思判表

㋑目的に応じてデータを集めて分類及び整理し，

データの特徴や傾向を見付けて，適切なグラフを

用いて表現したり，考察したりすること。

知技 ㋐ 平均の意味や求め方を理解すること。 知技
㋐ 起こり得る場合を順序よく整理するための図や

表などの用い方を理解すること。

学習内

容

【的あてをしよう】

・当たったら○、外れたら×を表に記入する。

ゲーム後、表の○×をみて自分の結果を振り返

る。

学習内

容

【どのグラフがいいか考えよう②】

・ 学習内

容

百ます計算を複数行い、1回当たりの解けた問題の数を

考える。平均の定義、平均の算出、平均から合計の算出

について、問題をもとに理解する。

学習内

容

【おかしの袋詰めと組み合わせ】

・お菓子の袋詰めの組み合わせなど授業や実習等

でいかせる内容を題材にする。実際に実物を用い

て確かめる活動を入れる。

知技
㋑簡単な表で使用する○×の記号の意味が分かる

こと。
思判表

㋐ 概括的に捉えることに着目し，測定した結果を平均

する方法について考察し，それを学習や日常生活に生か

すこと。

思判表

㋐ 事象の特徴に着目し，順序よく整理する観点を

決めて，落ちや重なりなく調べる方法を考察する

こと。

学習内

容

㋐と同様の内容で実施

学習内容

日常にある平均の事例をもとにした問題に取り組む。

「歩幅」「身長」「カップケーキの重さ」等
学習内

容

【図や表を使って考えよう】

・樹形図や表などを用いながら落ちや重なりがな

いことを説明する。

思判表
㋐身の回りの出来事を捉え，○×を用いた簡単な

表で表現すること。

学習内

容

【記録をつけよう】

・天気や出欠席などを自分がつけたい記録を○×

でつけていく。

【日常生活場面など】

・その日に行った内容に丸をつけて表を作る。

算数・数学（データの活用）　学習段階表
小学部 中学部 高等部

デ
ー

タ

の

収

集

と

そ

の

分

析

起

こ

り

得

る

場

合

身

の

回

り

に

あ

る

事

象

を

簡

単

な

絵

や

図

，

記

号

に

置

き

換

え

る

こ

と

も

の

の

分

類

２段階

内容 内容 内容 内容

２段階 ３段階 １段階 ２段階 １段階

D
デ
ー

タ
の
活
用

身

の

回

り

に

あ

る

デ
ー

タ

を

簡

単

な

表

や

グ

ラ

フ

で

表

し

た

り

，

読

み

取
っ

た

り

す

る

こ

と

デ
ー

タ

を

表

や

グ

ラ

フ

で

表

し

た

り

，

読

み

取
っ

た

り

す

る

こ

と

デ
ー

タ

の

収

集

と

そ

の

分

析

測

定

し

た

結

果

を

平

均

す

る

方

法

○

×

を

用

い

た

表

同

等

と

多

少

は


